
議
会

だ
よ

り
わ

き
 第

1
2
6
号

2
0
2
2（

令
和

4
）

年
2
月

１
日

発
行

発
行

者
/和

木
町

議
会

　
編

集
/和

木
町

議
会

広
報

広
聴

常
任

委
員

会
　

〒
74

0
-8

5
01

  山
口

県
玖

珂
郡

和
木

町
和

木
１

丁
目

１
番

１
号

  T
E
L（

0
8
2
7
）

5
2
-21

3
7
  E

-m
a
il：

g
ika

i@
tow

n
.w

a
ki.lg

.jp

編
集
後
記

編
集
後
記

　
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

は
12
月
議
会
中
に
、
現
金
で
給
付
と
な

り
ま
し
た
。

　
和
木
町
は
、
政
府
と
同
じ
く
所
得
制

限
を
設
け
て
の
給
付
と
な
っ
て
い
ま

す
。
私
は
個
人
的
に
は
、
高
所
得
者
の

方
を
含
め
た
全
員
に
10
万
円
を
配
っ
て

ほ
し
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
は
人
口
減
少
と
と
も
に
出

生
率
も
減
っ
て
い
る
な
か
、
和
木
町
で

は
出
生
率
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
る
と
な
ん
だ

か
楽
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
子
育
て
し
や
す
い
教
育
の
町
、
こ
れ

が
和
木
町
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
和
木
町
を
担
う
若
い

方
々
、
ま
た
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
中
村
　
充
子
）

議長 兼 本 信 昌

灰　岡　裕　美
広報広聴委員長

森脇　明美    中村　充子
上田　丈二    津島　宏保

広 報 部

発行責任者

①地区の特色や活動
②会長さんの趣味

あなたの地区を紹介してください

【自治会長さんに聞きました】

議
会
だ
よ
り

2022. 2. １
第

126
号

子
育
て
世
帯
に
10万

円
支
給

町
内
の
課
題
 も
っ
と
く
わ
し
く

私
た
ち
の
飲
料
水
は

　
　
ど
こ
か
ら
来
る
の
？

一
般
質
問

自
治
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

パートⅣ

①蜂ヶ峯自治会は６９世帯の自治会です。コロナ
禍で総会等会合は２年ほど実施できていません。
しかし、自治会の皆さんから寄せられた意見を
もとに、団地内道路の車のスピード注意喚起看
板設置や不法投棄禁止看板の設置、ゴミステー
ションの網の老朽化更新等を実施してきました。
より良い自治会とするため今後も継続していき
たいと思います。
②趣味はベーコン燻製（結構はまってます。）、キャ
ンプ（冬キャンプも好きです。）、星景写真（天
の川美しいですよね。）、ドローン空撮（規制強
化で泣きそうです。）とアウトドア派です。

〔蜂ヶ峯自治会〕尾山　信雄 さん
①前組には２つの金融機関、１つのお寺が在り、
大変便利の良い地区の１つと思います。その特
色も合わせて、現在、町役場保健福祉課主導の「支
え合いマップづくり」の活動に２つの自治体の
１つとして参画しております。例年は「夏の集
い（バーベキュー大会）」そして年末は「自治会
忘年会」と子供たちも一緒に家族共々の交流を
計って参りました。しかしながら、一昨年の新
型コロナウィルスの発生以来、これらはすべて
中止。全く寂しい限りです。コロナ収束後の次
回に「乞うご期待‼」と言ったところです。
②ゴルフ、テニス、車の中での１人カラオケ‼

〔前組自治会〕岡田　悦法 さん

①中組は、こども園や学校が近いことから、若い
方も多く住む地区です。三世帯交流事業として、
秋祭りの日に子供会や女性会と連携した「子ど
も神輿」を巡行し、ぜんざいやお菓子を提供す
るなど、故郷の思い出づくりをしています。また、
グランドゴルフや忘年会を開催し親睦を図って
います。新型コロナが終息し、皆さんと再会し
て笑顔を見たいです。
②ウォーキングや登山（里山から日本百名山）な
どです。

〔中組自治会〕末弘　邦晴 さん

交
通
安
全

　
パ
レ
ー
ド

交
通
安
全

　
パ
レ
ー
ド
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道
路
維
持
管
理
事
業
１
０
０
万

円
・
町
道
改
良
工
事
２
０
０
万

円
増
額

補
正
予
算

　

12
月
定
例
会
は
12
月
８
日
か
ら
20
日
ま
で
の
13
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
会
は
令
和
３
年
度
補
正
予
算
や
条
例
制
定
な
ど
、
議
案
８
件
、
発
議
１
件
、
報
告
１
件
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
は
４
名
が
登
壇
し
、
行
政
全
般
に
わ
た
る
議
論
を
展

開
し
て
、
町
政
を
問
い
ま
し
た
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
を

 

　
　
　　　
　 

年
内
一
括
10
万
円
支
給

18
歳
以
下
の
対
象
児
童
に
対
し
て
５
万
円
の
給
付
か
ら
追
加
決
定

　
内
容
を
問
う
。

（
嘉
屋
議
員
）

　

修
繕
料
１
０
０
万
円
の

増
額
は
、
冬
を
迎
え
る
に

あ
た
り
舗
装
の
剥
が
れ
や
陥

没
、
道
路
施
設
の
修
繕
の
た
め

に
増
額
し
た
。
町
道
改
良
工
事

２
０
０
万
円
は
、
和
木
３
丁
目

に
お
い
て
工
事
を
進
め
て
い
る

町
道
通
津
開
浜
開
線
外
道
路
改

良
工
事
に
伴
う
騒
音
や
振
動
、

住
民
の
利
便
性
を
図
る
た
め
に

施
工
方
法
を
変
更
す
る
た
め
。

子どもたちの未来に 10万円

和木 3丁目の町道改良工事

答 問

　

所
得
制
限
を
す
る
と
の
説

明
を
受
け
た
。
該
当
者
が
少

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
所
得
制
限

を
し
た
理
由
は
。　
（
中
村
議
員
）

　

あ
く
ま
で
も
、
政
府
の

当
初
方
針
に
従
っ
て
や
る

と
決
め
た
。

問

　

対
象
者
へ
ど
の
よ
う
に

知
ら
せ
る
の
か
。

（
栗
本
議
員
）

　

12
月
22
日
に
支
給
決
定

通
知
書
を
送
付
し
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
和
木
ち
ゃ
ん
ね

る
文
字
放
送
に
て
周
知
す
る
。

答

答

12月
定例会

　

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

　
　
　
　
　
（
森
脇
議
員
）

　

が
ん
検
診
等
の
情
報
に

つ
い
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
を
活
用
し
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
、
シ
ス

テ
ム
改
修
を
委
託
す
る
。

問

問

＊
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
、
所
得
制
限
の
９
６

０
万
円
の
取
扱
い
は

・
臨
時
議
会
に
て
６
１
５
５
万
円

の
補
正（
全
会
一
致
で
可
決
）

・
12
月
定
例
会
に
て
６
０
６
５

万
円
の
補
正
（
賛
成
多
数
で

可
決
）
賛
成
８
反
対
１

＊
こ
ど
も
園
に
入
れ
な
い
０

歳
・
１
歳
児
は
ど
う
す
る

の
か

地
域
型
保
育
給
付
費　

１
６
６

万
円
増
額

答

　

６
月
に
３
名
分
の
補
正

を
し
た
が
、
今
回
新
た
に

１
名
追
加
と
な
っ
た
。
４
名
の
こ

ど
も
を
他
市
町
に
預
け
た
理
由

は
。　
　
　
　
　
　
（
灰
岡
議
員
）

　

こ
ど
も
園
の
定
員
が

い
っ
ぱ
い
で
受
け
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
場
合
と
、
希
望
さ
れ

た
場
合
が
あ
る
。

　

平
成
27
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
」
の
な
か
で
、
保
育
ニ
ー

ズ
の
高
い
０
歳
〜
２
歳
児
へ
の

対
応
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ

た
小
規
模
の
保
育
事
業
。

健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
機
能
強
化

業
務
委
託
料
３
５
７
万
円
増
額

地
域
型
保
育
事
業

問答

2
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助成金が充てられる地域振興協会

　
助
成
金
の
内
容
と
助
成

先
を
問
う
。（
灰
岡
議
員
）

　
山
口
県
市
町
村
振
興
協

会
か
ら
、
市
町
の
地
域
づ

く
り
推
進
事
業
に
対
し
て
交
付
す

る
助
成
金
で
あ
る
。
３
年
度
は
、

地
域
振
興
協
会
へ
充
て
る
。

　
助
成
先
を
決
め
る
場
合
、

町
が
募
集
し
て
決
め
る
の

か
。
こ
れ
ま
で
他
の
団
体
に
助
成

し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

　

公
募
と
い
う
形
は
と
っ

て
い
な
い
。
地
域
振
興
協

会
以
外
の
助
成
は
記
憶
に
な
い
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
基
金

を
作
り
、
支
援
教
員
の
雇

用
を
す
る
目
的
は
何
か
。

（
上
田
議
員
）

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し

た
授
業
の
指
導
案
、
指
導

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
に
お
け
る

助
言
、
資
料
教
材
準
備
の
補
助
、

ソ
フ
ト
面
の
操
作
支
援
な
ど
で
あ

る
。 Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
に
支
援
員
を
１
名

雇
用　

５
３
６
万
円
増
額

問答問答

問答

　
全
国
的
に
議
員
の
な
り
手
不
足
が
問
題
と
な

り
、
本
町
で
も
令
和
元
年
の
改
選
で
無
投
票
と

な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
議
会
は
議

員
活
動
と
家
庭
生
活
の
両
立
支
援
策
を
は
じ
め
、

男
女
の
議
員
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る

た
め
、
会
議
規
則
の
改
正
を
行
っ
た
。

　
改
正
内
容

（
欠
席
の
届
出
）

　〇
議
員
は
、
事
故
の
た
め
出
席
で
き
な
い
と
き
は

そ
の
理
由
を
付
け
、
当
日
の
開
議
時
刻
ま
で
に

議
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
←

公
務
　
傷
病
　
出
産
　
育
児
　
看
護
　
介
護
　

配
偶
者
の
出
産
補
助
　
そ
の
他
の
や
む
を
得
な

い
事
由

　〇
議
員
が
出
産
の
た
め
出
席
で
き
な
い
と
き
は
、

日
数
を
定
め
て
あ
ら
か
じ
め
議
長
に
欠
席
届
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　

　
　
←

出
産
予
定
日
の
６
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は

14
週
間
）
前
の
日
か
ら
当
該
出
産
の
日
後
８
週

間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

そ
の
期
間
を
明
ら
か
に
し
て

　〇
請
願
書
の
記
載
事
項
等

請
願
者
の
住
所
及
び
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
←

請
願
者
の
住
所
を
記
載
し
、
請
願
者
が
署
名
又

は
記
名
押
印

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
助
成
金

２
０
０
万
円

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進

基
金
条
例
の
制
定

職
員
・
町
長
・
議
員
の

　　
期
末
手
当
引
き
下
げ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
決

臨
時
議
会

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
条
例
改
正
だ

が
、
職
員
の
評
価
を
下
げ
る
こ
と
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

（
上
田
議
員
）

　

職
員
の
給
与
を
引
き
下
げ
る
の
は
苦

し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
本
町
だ
け
が
す
る

の
で
は
な
い
。
上
げ
る
時
も
下
げ
る
時
も
、

勧
告
に
準
じ
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
世
帯
給
付
金
の
対
象
は
。

（
上
田
議
員
）

　

今
回
は
５
万
円
支
給
で
、
１
２
１
３

人
を
見
込
ん
で
い
る
。
中
学
生
以
下
１

０
１
１
人
、
高
校
生
が
１
７
４
人
、
令
和
4

年
3
月
末
ま
で
の
出
生
予
定
が
28
人
で
あ

る
。 問問 答答

　

臨
時
会
は
11
月
29
日
開
か
れ
、
子
育
て
世

帯
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
６
１
５
５
万

円
（
１
人
あ
た
り
５
万
円
）
を
全
会
一
致
で

可
決
、
職
員
給
与
の
引
き
下
げ
に
関
す
る
条

例
改
正
は
賛
成
７
名
反
対
２
名
の
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

職
員
・
町
長
・
議
員
の

　　
期
末
手
当
引
き
下
げ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
決

新
た
な
議
員
へ
の
「
な
り
手
」
を
後
押
し

議
員
の
な
り
手
不
足
の
解
消
に
向
け
て

新
た
な
議
員
へ
の
「
な
り
手
」
を
後
押
し

議
員
の
な
り
手
不
足
の
解
消
に
向
け
て

タブレットをこどもたちの授業に活用

3



町内の課題 もっとくわしく聞きました

4

  全国瞬時警報システム（JRアラート）

　

受
験
生
の
授
業
の
遅
れ
は

な
い
か
。
リ
モ
ー
ト
学
習
は

ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
。

　

全
学
年
の
授
業
に
遅
れ
は

な
い
。
中
学
校
で
は
定
期
考

査
前
に
「
質
問
タ
イ
ム
」
と
い
う

補
講
的
な
学
習
時
間
を
設
け
実
施
。

リ
モ
ー
ト
授
業
は
、
校
内
で
実
施

し
て
い
る
が
、
不
登
校
の
生
徒
は

家
庭
の
ネ
ッ
ト
環
境
等
を
調
査
中
。

リ
モ
ー
ト
で
の
関
わ
り
方
を
模
索

し
た
い
。

　

　
予
定
ど
お
り
に
行
わ
れ
た

の
か
。使
用
状
況
と
問
題
点
は
。

　
令
和
２
年
度
末
に
小
学
校

４
４
８
台
、
中
学
校
２
０
０

台
導
入
。
本
格
的
な
稼
働
は
教
材

ソ
フ
ト
を
使
い
２
学
期
か
ら
行
っ

て
い
る
。
課
題
は
教
員
の
活
用
能

力
向
上
研
修
が
必
要
で
、
近
隣
や

先
進
地
の
例
を
参
考
に
し
、
よ
り

良
い
活
用
方
法
を
模
索
す
る
。

　

　
年
度
途
中
の
入
園
希
望
者

が
定
員
に
達
し
て
い
る
た
め

に
入
園
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
多

か
っ
た
が
、
今
年
度
の
状
況
は
。

　

０
歳
児
（
12
名
定
員
）
は

年
度
途
中
の
希
望
は
５
名
で
、

既
に
定
員
に
達
し
て
い
た
た
め
、

入
園
で
き
な
か
っ
た
。

　

１
歳
児
（
24
名
定
員
）
は
、
定

員
を
超
え
て
入
園
希
望
が
あ
っ
た

の
は
10
名
で
、
そ
の
う
ち
８
名
が

広
域
利
用
で
他
市
町
の
保
育
施
設

を
利
用
し
て
い
る
。
２
歳
児
は
、

１
名
、
３
歳
児
以
上
は
全
て
の
利

用
希
望
を
受
け
て
い
る
。

　
各
地
で
地
震
が
多
発
し
て
い

る
が
、
大
き
な
災
害
（
南
海
ト

ラ
フ
等
）
に
備
え
て
情
報
収
集
は
。

　

地
震
及
び
津
波
の
発
生
又

は
予
測
時
の
気
象
庁
の
発
表

は
、
緊
急
地
震
速
報
・
津
波
警
報

と
し
て
収
集
。
消
防
庁
を
経
由
し

た
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
る
町
防
災
行
政

無
線
か
ら
の
自
動
放
送
、
和
木
町

防
災
メ
ー
ル
、
緊
急
エ
リ
ア
メ
ー

ル
等
に
よ
る
情
報
収
集
体
制
と

な
っ
て
い
る
。

　
地
質
調
査
が
終
わ
り
、
現

在
の
進
捗
状
況
は
。

　

令
和
２
年
度
、
住
民
説
明

会
を
開
催
。
令
和
３
年
度
は
、

用
地
測
量
を
行
い
、
境
界
確
認
を

行
っ
た
。
令
和
４
年
度
に
は
、
用

地
買
収
を
行
っ
て
い
く
予
定
。

　教
　
　
育

　防
　
　
災

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
生
活
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　（小
林
委
員
）

大
規
模
災
害
へ
備
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　（森
脇
委
員
）

こ
ど
も
園
の
途
中
入
園
、
希
望

者
多
数
　
　
　
　
　
　（灰
岡
委
員
）

蜂
ヶ
峯
公
園
へ
の
防
災
道
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　（上
田
委
員
）

小
中
学
校
へ
配
布
さ
れ
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
　
　
　
　
　
　（森
脇
委
員
）

当初額

平成28年度

平成29年度

平成30年度

平成31年度

令和２年度

16,890

22,409

25,924

26,021

23,022

６　月
補正額

0

0

0

0

0

９　月
補正額
1,606

0

0

0

0

12   月
補正額
1,275

1,592

2,645

0

13,755

３　月
補正額
1,627

1,555

2,996

4,658

0

流用・
予備費

0

0

1,408

3,450

0

決算額

21,221,430

24,464,750

32,972,380

34,128,730

32,906,280

他市町村への委託保育料

※令和２年度決算額は、決算書上は地域型保育給付費 559,800 円分を含む。

千円 円

中学生授業風景
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費
用
対
効
果
を
考
え
て
い

る
の
か
。
設
置
工
事
費
用
の

詳
細
は
。

　

旧
バ
ラ
園
ト
イ
レ
は
、
老

朽
化
が
著
し
く
高
台
に
あ
る
。

新
規
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、

景
観
に
も
配
慮
し
た
清
潔
感
あ
ふ

れ
る
ト
イ
レ
と
す
る
こ
と
で
公
園

利
用
者
の
満
足
度
は
非
常
に
高
ま

る
と
考
え
て
い
る
。
工
事
費
の
設

計
金
額
は
直
接
工
事
費
合
計
が
３

１
４
０
万
円
、
共
通
仮
設
費
２
５

０
万
円
、
現
場
管
理
費
５
４
０
万

円
、
一
般
管
理
費
が
５
７
０
万
円
、

消
費
税
額
が
４
５
０
万
円
、
合
計

設
計
金
額
は
４
９
５
０
万
円
と
な

る
。
し
か
し
石
油
備
蓄
交
付
金
事

業
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
で
町
財

政
に
与
え
る
影
響
は
少
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
新
し
く
増
設
さ
れ
た
遊
具

に
関
し
て
不
具
合
や
事
故
の

報
告
は
。
地
域
振
興
協
会
の
財
源

と
も
な
る
「
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
」

の
利
用
状
況
は
。

　

今
の
と
こ
ろ
B
e
e
+
エ

リ
ア
内
の
遊
具
で
、
利
用
者

の
事
故
が
起
き
た
と
い
う
報
告
は

受
け
て
い
な
い
。　

　
「
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
」
は
11
月
末

現
在
で
、
約
１
万
２
千
人
の
利
用

が
あ
り
、
約
３
４
０
万
円
の
売
り

上
げ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
期
間
が

あ
っ
た
が
、
予
想
（
３
０
０
万
円
）

を
上
回
る
売
り
上
げ
と
な
っ
て
い

る
。

　
町
民
か
ら
下
水
道
公
園
に

遊
具
を
設
置
す
る
要
望
書
が

出
さ
れ
た
が
、
検
討
状
況
は
。

　

令
和
２
年
８
月
に
要
望
が

あ
り
検
討
し
た
が
、
他
の
街

区
公
園
に
比
較
し
て
遊
具
が
少
な

い
状
況
で
は
な
い
こ
と
や
、
今
後
、

下
水
ポ
ン
プ
場
の
改
築
や
大
規
模

修
繕
の
際
の
作
業
ヤ
ー
ド
を
想
定

し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
理
由
で
、

令
和
３
年
度
の
設
置
は
行
わ
ず
、

今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
こ
と
を

本
年
２
月
に
沖
灰
場
自
治
会
長
に

回
答
し
た
。

　
仮
設
圧
送
管
の
除
去
工
事

の
予
定
と
費
用
は
ど
う
な
る

の
か
。
ま
た
、
ポ
ン
プ
場
の
改
修
・

改
築
予
定
は
。

　

仮
設
管
と
破
損
し
た
既
設

管
は
、
令
和
４
年
度
と
５
年

度
の
渇
水
期
に
工
事
を
行
う
予
定
。

２
ヶ
年
の
概
算
事
業
費
は
約
１
億

６
千
万
円
程
度
と
な
る
見
込
み
。

（
9
3
0
0
万
円
が
既
設
管
、

6
7
0
0
万
円
が
仮
設
管
の
撤

去
。）

　

和
木
ポ
ン
プ
場
は
昭
和
49
年
に

供
用
開
始
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
。
定
期
点
検
を
行
い
、
必
要

と
な
る
改
修
工
事
を
実
施
し
て
い

く
。
全
体
的
な
改
築
事
業
は
、
大

き
な
事
業
費
が
予
測
さ
れ
る
の
で
、

慎
重
に
改
築
計
画
を
策
定
す
る
。

生
活
・
環
境

貴
重
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン 

下
水
道

事
業　
　
　
　
　
　
（
兼
本
委
員
）

下
水
道
公
園
に
遊
具
設
置
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
田
委
員
）

バ
ラ
園
前
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
ト
イ
レ
を　
　
（
嘉
屋
委
員
）

好
発
進
Ｂ
e
e
＋（
ビ
ー
プ
ラ

ス
）
新
遊
具　
　
　
　
（
津
島
委
員
）

バラ園のトイレがきれいに

子どもたちに大人気  ふわふわドーム

供用開始から47年　下水道ポンプ場



私たちの飲料水はどこから来るの？
　和木町の水道水は４種類の水源（小瀬川・関ヶ浜川・大谷川・錦川）から来ています。小瀬川
と関ヶ浜川・大谷川の水は簡易水道として瀬田・関ヶ浜地区に、錦川の水は岩国市水道として
和木１丁目～５丁目に、簡易水道として蜂ヶ峯団地に供給されます。

錦川（錦帯橋）

山の手ポンプ場

和木１丁目～５丁目

蜂ヶ峯配水池

蜂ヶ峯団地

蜂ヶ峯公園管理棟

蜂ヶ峯公園受水槽

蜂ヶ峯公園
ポンプ場

つつじヶ丘
ポンプ場

つつじヶ丘
配水池

瀬田配水池

山口県工業用水

つつじヶ丘団地

瀬田１・２丁目

関ヶ浜１・２丁目
緑ヶ丘団地

関ヶ浜浄水場

関ヶ浜川

関ヶ浜１丁目一部

岩
国
市
浄
水
場

瀬田浄水場

大谷浄水場

大谷川

小
瀬
川

大谷地区

表流水

和木町

伏流水

岩国市水道

和木町簡易水道

※簡易水道とは、給水人口が５０００人以下の小規模事業で、５０００人を越えるのは
　上水道事業といいます。水道料金の計算に違いはありません。

河床の
　浅い地下水

水道水を
　貯めておく

水をきれいにする所

河の表面を流れている水

水を山上に
　押し上げる

岩国市から買う水
　約2万8000トン（年間）
水の料金
　690万円（R2年度）

県から買う水の料金
　257万円（R2年度）

Ⅰ 料金収入（20,483千円）
年間有収水量（178,575㎥）供 給 単 価：

※有収水量１㎥あたりどれだけの収入があるか。

約15万トンの水を供給（年間）

Ⅱ 総事業費（28,262千円）
年間有収水量（178,575㎥）給 水 原 価：

※有収水量１㎥あたりどれだけの費用がかかっているか。

Ⅲ 供給単価（114円）
給水原価（158円）料金回収率：

≒114円

≒158円

×100≒72％

※給水に係る費用がどの程度給水収益で賄えているか。
※料金回収率が100％を下回っている場合、給水費用が給水収益以外の収入で
　賄われていることを意味する。

和木町簡易水道の運営状況（R２年度）
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和
木
地
区
は
岩
国
市

か
ら
水
道
水
を
買
い
、

瀬
田
・
関
ヶ
浜
地
区
は
小
瀬
川

か
ら
取
水
し
て
い
る
。
何
故
そ

の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

　

和
木
町
の
上
水
道
は
、

和
木
地
区
は
岩
国
市
水

道
局
、
瀬
田
・
関
ヶ
浜
地
区
は

簡
易
水
道
と
し
て
和
木
町
が
事

業
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
和
木

地
区
は
昭
和
36
年
よ
り
岩
国
市

か
ら
上
水
道
の
供
給
を
受
け
て

い
る
。
そ
の
当
時
は
、
山
口
県

が
工
業
用
水
道
施
設
を
整
備
す

る
事
業
を
進
捗
し
て
お
り
、
小

瀬
川
か
ら
大
量
の
取
水
を
行
う

こ
と
か
ら
、
和
木
地
区
の
井
戸

水
が
枯
渇
す
る
恐
れ
が
あ
っ

た
。
そ
の
問
題
を
解
消
す
る
た

め
、
山
口
県
が
岩
国
市
に
和
木

地
区
へ
の
上
水
道
の
供
給
を
依

頼
し
た
。

　

瀬
田
・
関
ヶ
浜
地
区

の
簡
易
水
道
は
、
今
後

老
朽
化
し
て
更
新
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
が
い
か

が
か
。　

瀬
田
・
関
ヶ
浜
地
区

は
昭
和
38
年
に
供
用
開

始
し
て
、
老
朽
化
が
進
み
、
施

設
の
適
正
な
維
持
管
理
と
更
新

計
画
の
策
定
が
必
要
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
の
給
水
人

口
に
対
し
て
改
築
事
業
費
が
多

大
に
な
る
こ
と
か
ら
、
単
独
で

の
改
築
以
外
の
方
法
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
慎
重
に
検
討
を

進
め
て
い
る
。

　
和
木
町
の
水
道
料
金

は
高
い
の
か
安
い
の

か
。
県
内
及
び
大
竹
市
や
廿
日

市
市
の
水
道
料
金
は
い
く
ら
か
。

　

基
本
的
な
水
道
管
の

口
径
を
20
㎜
、
１
ヶ
月

の
使
用
水
量
を
20
㎥
で
比
較
す
る

と
、
和
木
地
区
の
料
金
は
、
１
８

６
５
円
で
県
内
で
は
下
松
市
の
１

３
６
５
円
に
次
ぎ
２
番
目
に
低
い

料
金
で
あ
り
、
大
竹
市
は
２
１
１

２
円
、
廿
日
市
市
は
３
１
７
３
円

と
な
っ
て
い
る
。本
町
は
、全
国
的

に
み
て
も
安
い
料
金
だ
と
思
う
。

　
水
道
料
金
は
ど
の
よ

う
な
計
算
方
法
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

水
道
事
業
は
、
水
道

の
料
金
収
入
で
運
営
を

賄
う
と
い
う
独
立
採
算
制
が
原

則
で
あ
り
、
給
水
原
価
（
水
道

水
を
作
る
費
用
の
単
価
）
に
応

じ
て
使
用
料
金
を
設
定
す
る
こ

と
が
通
常
。
和
木
町
は
、
和
木

地
区
が
岩
国
市
水
道
局
の
給
水

区
域
で
あ
り
、
町
内
を
同
一
の

料
金
に
す
る
考
え
か
ら
、
岩
国

市
水
道
局
と
同
額
の
水
道
料
金

と
し
て
い
る
。

　
簡
易
水
道
事
業
の
広

域
化
の
検
討
が
必
要
で

は
な
い
の
か
。

　

山
口
県
で
は
「
山
口

県
水
道
基
盤
強
化
連
絡

協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
広
域

連
携
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
本
町
も
こ

の
協
議
会
に
参
加
し
、
協
議
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

　
瀬
田
・
関
ヶ
浜
地
区
の

簡
易
水
道
の
今
後
は
。

　

水
道
は
町
民
の
皆
様

の
生
活
に
必
要
不
可
決

な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
将

来
的
に
も
安
定
し
て
水
道
水
を

供
給
し
て
い
く
責
務
が
あ
る
。

瀬
田
・
関
ヶ
浜
地
区
の
簡
易
水

道
は
昭
和
38
年
に
運
用
を
開
始

し
て
58
年
経
過
し
て
い
る
。
近

い
将
来
改
築
が
必
要
で
あ
る
。

少
な
い
給
水
人
口
に
対
し
て
大

変
厳
し
い
事
業
費
に
な
る
と
予

想
さ
れ
る
。
広
域
化
等
の
多
角

的
運
営
方
法
も
視
野
に
入
れ
つ

つ
、
中
長
期
の
経
営
安
定
化
を

考
慮
し
な
が
ら
慎
重
に
整
備
計

画
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問

質
問

課
長

課
長

課
長

課
長

課
長

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

Q　本町の水道料金は高いのか
　安いのか

瀬田・つつじヶ丘へ水道水提供

小林 秀嘉 議員
こばやし ひでよし

A県内では２番目に安い料金である都市建設課長
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一般質問



　

給
食
セ
ン
タ
ー
が
建

設
さ
れ
45
年
の
月
日
が

経
っ
て
お
り
、
調
理
室
の
施
設

や
調
理
器
具
の
老
朽
化
も
著
し

く
、
毎
年
の
よ
う
に
給
食
セ
ン

タ
ー
の
修
繕
費
や
工
事
費
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
過
去
５
年
間

の
修
繕
費
と
工
事
費
を
伺
う
。

　

修
繕
費
の
５
年
間
の

合
計
は
６
０
８
万
円
、

工
事
費
は
６
７
８
万
円
。

　

新
し
い
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
セ
ン
タ
ー
方

式
を
採
用
し
施
設
の
床
に
つ
い

て
は
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
の
床
を

採
用
す
る
の
か
。

　

セ
ン
タ
ー
方
式
を
採

用
す
る
予
定
で
、
床
に

つ
い
て
は
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
を

採
用
す
る
予
定
。

　

ド
ラ
イ
方
式
に
し
た

場
合
約
９
０
０
食
の
給

食
を
作
る
に
は
ど
の
位
の
面
積

の
土
地
が
必
要
か
。

　

最
新
の
機
器
の
導
入

や
駐
車
場
な
ど
の
事
を

考
え
る
と
現
在
の
敷
地
面
積
以

上
の
広
さ
が
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

　

運
営
方
法
は
現
状
の

よ
う
に
公
設
公
営
に
さ

れ
る
の
か
、
又
、
町
財
政
の
負

担
軽
減
の
為
、
公
設
民
営
等
の

官
民
連
携
手
法
を
活
用
さ
れ
る

の
か
。　

公
設
民
営
化
で
は
委

託
料
が
発
生
、
外
注
弁

当
で
は
対
応
出
来
る
業
者
が
近

く
に
居
な
い
こ
と
、
民
間
の
給

食
セ
ン
タ
ー
は
遠
方
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
状
で
は
、
公
設
公

営
で
行
う
こ
と
が
最
適
だ
と
考

え
て
い
る
。

　

町
長
に
建
て
替
え
の

考
え
方
を
問
う
。

　

財
政
事
情
を
勘
案
し
、

安
全
で
安
心
で
美
味
し

く
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う

検
討
し
、
建
て
替
え
を
進
め
て

行
き
た
い
。

　

空
き
家
に
関
す
る
担

当
窓
口
は
ど
こ
か
。

　

相
談
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
っ
た
場
合
、
最
初

の
窓
口
は
企
画
総
務
課
で
受
け

る
。
空
き
家
に
関
す
る
窓
口
と

言
っ
て
も
内
容
は
多
岐
に
わ
た

る
の
で
、
話
を
聞
い
て
最
適
と

思
わ
れ
る
担
当
部
署
に
繋
ぐ
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
関
す
る
こ

と
は
企
画
総
務
課
、
空
き
家
の

所
有
者
調
査
は
税
務
課
、
空
き

家
の
衛
生
状
態
に
関
す
る
事
は

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
、
危
険
空
き

家
の
解
体
や
除
去
に
関
す
る
相

談
は
都
市
建
設
課
で
受
け
る
。

　

災
害
リ
ス
ク
へ
の
備

え
と
対
応
を
問
う
。

　

災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
空
き
家
に
つ
い
て

も
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
い

た
対
処
が
可
能
で
あ
る
。
家
屋

は
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
が

届
き
納
税
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
所
有
者
と
の
連
絡
は
取
れ

る
体
制
に
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

町
長
の
考
え
を
問
う
。

　

空
き
家
が
増
え
続
け
、

特
定
空
き
家
に
該
当
す

る
も
の
が
出
て
く
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

質
問

＊
町
の
空
き
家
対
策
は

教
育
委
員
会

事
務
局
長

事
務

局
長

事
務

局
長

事
務

局
長

企
画
総
務

課
　
　
長

質
問

都
市
建
設

課
　
　
長

Q　給食センターの
　建て替えが急務では

建て替えが急がれる給食センター

森脇 明美 議員
もりわき あけみ

A財政事情を考えながら取り組んでいく町　長
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危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
以
前
か
ら
作
っ
て

い
る
と
思
う
が
、
内
容
に
つ
い

て
教
え
て
ほ
し
い
。

　

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
、
学
校
保
健
安
全

法
に
基
づ
き
、
全
て
の
学
校
に

お
い
て
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。
本
町
で
は
、
こ
ど
も

園
・
小
学
校
・
中
学
校
が
、
各

年
度
の
初
め
の
職
員
会
議
等
に

お
い
て
「
生
命
や
心
身
等
に
危

害
を
も
た
ら
す
様
々
な
危
機
を

未
然
に
防
止
す
る
と
と
も
に
、

万
一
、
事
件
・
事
故
、
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
、
被
害
を
最

小
限
に
す
る
た
め
に
、
適
切
か

つ
迅
速
に
対
処
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
」
を
基
本
方
針
に
し

て
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
。

　

学
校
安
全
に
係
る
内
容
と
な

る
の
で
、「
防
犯
を
含
む
生
活

安
全
」「
交
通
安
全
」「
災
害
安

全
」
の
３
領
域
を
中
心
に
構
成

し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、

○
不
審
者
侵
入

○
子
ど
も
の
け
が

○
給
食
へ
の
異
物
混
入

　

・
食
中
毒
発
生
時
も
含
め
る

○
交
通
事
故

○
火
災
発
生
時

○
町
内
の
工
場
事
故
発
生
時

○
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

○
Ｐ
Ｍ
２
・
５

○
台
風
・
大
雨
・
暴
風
等
発
生

時

　

・
風
水
害
・
土
砂
災
害
・
雷

発
生
時
も
含
め
る

○
地
震
発
生
時

　

津
波
発
生
時
や
河
川
氾
濫

時
、
さ
ら
に
は
南
海
ト
ラ
フ

地
震
対
策
も
含
め
て
る

○
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
い
わ

ゆ
る
J
ア
ラ
ー
ト

○
危
機
発
生
時
に
お
け
る
心
の

ケ
ア
に
関
す
る
危
機
管
理

　

こ
う
い
っ
た
事
を
、
内
容
項

目
ご
と
に
、
事
前
の
危
機
管
理

や
事
後
の
危
機
管
理
の
基
本
的

な
対
応
を
定
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
園
や
学
校
で
は
、

不
審
者
対
応
の
訓
練
や
交
通
安

全
教
室
、
地
震
や
火
災
時
の
避

難
訓
練
な
ど
、
様
々
な
場
面
や

時
間
帯
を
想
定
し
た
実
践
的
な

訓
練
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

今
回
の
事
案
を
受
け
、
基
本

的
な
対
応
方
法
や
留
意
点
に
つ

い
て
も
、
起
こ
る
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
事
故
等
に
つ
い
て
も

備
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
見

直
し
も
行
い
、
安
全
教
育
・
防

犯
教
育
や
防
災
教
育
、
危
険
回

避
等
に
つ
い
て
、
危
機
管
理
対

応
能
力
の
強
化
を
図
っ
て
い

く
。

　
高
齢
者
が
和
木
農
協

か
ら
郵
便
局
ま
で
歩
い

て
行
く
の
が
遠
い
。
避
難
所
辺

り
の
歩
道
側
に
椅
子
を
設
置
し

て
い
た
だ
け
な
い
か
。

　

要
望
の
あ
っ
た
中
開

遊
園
地
に
は
、
こ
の
敷

地
内
の
一
歩
入
っ
た
と
こ
ろ
の

フ
ェ
ン
ス
の
す
ぐ
横
に
、
青
い

ベ
ン
チ
が
あ
る
の
で
ご
利
用
い

た
だ
き
た
い
。

質
問

質
問

教
育
長

＊
高
齢
者
の
た
め
に

　

ベ
ン
チ
を

保
健
福
祉

課
　
　
長

Q　学校での危機管理対応は
　大丈夫か

中開遊園地の敷地内のベンチ

理想的な子ども園外の休憩用のベンチ

中村 充子 議員
なかむら みつこ

A危機管理マニュアルを用い事件等を
適切かつ迅速に対処する

教育長
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高
齢
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
と

し
て
、
気
軽
に
誰
で
も
自
由
に

使
え
る
場
所
や
お
茶
な
ど
が
飲

め
る
場
所
等
、
集
え
る
場
所
と

し
て
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　

瀬
田
・
関
ヶ
浜
分
館

の
ロ
ビ
ー
は
自
由
に
活

用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

和
木
地
区
で
は
、
文
化
会
館

の
ホ
ワ
イ
エ
は
、
管
理
人
が
お

り
、
出
入
り
は
自
由
で
飲
食
が

可
能
、
ま
た
図
書
館
の
入
り
口

に
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
和
木
町
で
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
3
回
目
は
、
前
回
と
同

じ
よ
う
に
段
階
的
に
お
こ
な
う

の
か
。　

3
回
目
接
種
に
備
え

て
の
大
臣
通
知
に
よ

り
、
接
種
期
間
は
、
令
和
4
年

9
月
30
日
ま
で
、
使
用
ワ
ク
チ

ン
は
追
加
接
種
の
事
業
認
定
が

な
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
の
み
、
18

歳
以
上
を
対
象
と
す
る
。
一
般

町
民
向
け
の
3
回
目
接
種
は
、

高
齢
者
か
ら
順
次
前
回
と
同
様

に
申
込
の
開
始
を
受
け
付
け
る
。

　
今
回
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
で
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
、

モ
デ
ル
ナ
、
両
者
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
と
な
る
の
か
。

　

フ
ァ
イ
ザ
ー
、
モ
デ

ル
ナ
2
社
の
ワ
ク
チ
ン

が
、
ほ
ぼ
半
分
づ
つ
配
分
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
2
社
と
も
同

じ
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ

ク
チ
ン
で
あ
り
、
効
果
は
変
わ

ら
な
い
。　

2
社
両
方
あ
る
と
い

う
事
で
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
対
し
て
の
町
民
の
不
安
も
あ

る
が
、
説
明
は
行
う
の
か
。

　

ど
ち
ら
を
接
種
し
て

も
同
種
の
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
問
題
が
な
い

と
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
考

え
だ
。

　
3
回
目
の
接
種
に
対

す
る
相
談
は
ど
こ
で
受

け
ら
れ
る
の
か
。

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
る
。
専
門

的
な
相
談
は
山
口
県
ワ
ク
チ
ン

接
種
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
を
紹

介
し
て
い
る
。

　

接
種
当
日
も
保
健
師
が
相
談

を
聞
き
取
り
、
予
診
担
当
の
医

師
が
引
き
継
い
で
相
談
に
応
じ

る
。

　
町
独
自
の
補
助
金
と

し
て
、
病
院
や
医
療
従

事
者
、
農
業
従
事
者
等
へ
の
支

援
を
考
え
て
頂
け
な
い
か
。

　

臨
時
交
付
金
の
追
加

の
決
定
が
あ
れ
ば
、
町

と
し
て
出
来
る
こ
と
を
考
え
て

い
く
。　

　
高
齢
者
の
方
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
社
会

参
加
や
日
常
の
運
動
が
大
切
と

さ
れ
て
い
る
が
、
高
齢
化
と
と

も
に
聴
力
の
低
下
が
弊
害
と

な
っ
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
の
補

助
に
つ
い
て
検
討
で
き
な
い

か
。

　

高
齢
化
社
会
に
向
け

て
補
聴
器
補
助
の
必
要

性
は
、
今
後
高
ま
る
と
思
わ
れ

る
。
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
事
業
展
開
の
可
否
を

検
討
し
て
い
く
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

課
長

質
問

課
長

課
長

＊
高
齢
者
対
象
の

　
補
聴
器
購
入
費
補
助

＊
高
齢
者
が
集
え
る

　
場
所
の
設
置
を

課
長

保
健
福
祉

課
　
　
長

企
画
総
務

課
　
　
長

課
長

  ちょっとひと休みに（文化会館ホワイエ）

  自由に使えるスペース（図書館入り口横）

Q　一般向けの3回目ワクチン
　接種の方法は

A高齢者から前回と同様に
申込の受付を開始する

保健福祉課長

上田 丈二 議員
うえだ じょうじ
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わ

き
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町
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町
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聴

常
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会
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0
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玖

珂
郡

和
木

町
和

木
１

丁
目

１
番
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g
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.jp

編
集
後
記

編
集
後
記

　
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

は
12
月
議
会
中
に
、
現
金
で
給
付
と
な

り
ま
し
た
。

　
和
木
町
は
、
政
府
と
同
じ
く
所
得
制

限
を
設
け
て
の
給
付
と
な
っ
て
い
ま

す
。
私
は
個
人
的
に
は
、
高
所
得
者
の

方
を
含
め
た
全
員
に
10
万
円
を
配
っ
て

ほ
し
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
は
人
口
減
少
と
と
も
に
出

生
率
も
減
っ
て
い
る
な
か
、
和
木
町
で

は
出
生
率
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
る
と
な
ん
だ

か
楽
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
子
育
て
し
や
す
い
教
育
の
町
、
こ
れ

が
和
木
町
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
和
木
町
を
担
う
若
い

方
々
、
ま
た
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
中
村
　
充
子
）

議長 兼 本 信 昌

灰　岡　裕　美
広報広聴委員長

森脇　明美    中村　充子
上田　丈二    津島　宏保

広 報 部

発行責任者

①地区の特色や活動
②会長さんの趣味

あなたの地区を紹介してください

【自治会長さんに聞きました】

議
会
だ
よ
り

2022. 2. １
第

126
号

子
育
て
世
帯
に
10万

円
支
給

町
内
の
課
題
 も
っ
と
く
わ
し
く

私
た
ち
の
飲
料
水
は

　
　
ど
こ
か
ら
来
る
の
？

一
般
質
問

自
治
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

パートⅣ

①蜂ヶ峯自治会は６９世帯の自治会です。コロナ
禍で総会等会合は２年ほど実施できていません。
しかし、自治会の皆さんから寄せられた意見を
もとに、団地内道路の車のスピード注意喚起看
板設置や不法投棄禁止看板の設置、ゴミステー
ションの網の老朽化更新等を実施してきました。
より良い自治会とするため今後も継続していき
たいと思います。
②趣味はベーコン燻製（結構はまってます。）、キャ
ンプ（冬キャンプも好きです。）、星景写真（天
の川美しいですよね。）、ドローン空撮（規制強
化で泣きそうです。）とアウトドア派です。

〔蜂ヶ峯自治会〕尾山　信雄 さん
①前組には２つの金融機関、１つのお寺が在り、
大変便利の良い地区の１つと思います。その特
色も合わせて、現在、町役場保健福祉課主導の「支
え合いマップづくり」の活動に２つの自治体の
１つとして参画しております。例年は「夏の集
い（バーベキュー大会）」そして年末は「自治会
忘年会」と子供たちも一緒に家族共々の交流を
計って参りました。しかしながら、一昨年の新
型コロナウィルスの発生以来、これらはすべて
中止。全く寂しい限りです。コロナ収束後の次
回に「乞うご期待‼」と言ったところです。
②ゴルフ、テニス、車の中での１人カラオケ‼

〔前組自治会〕岡田　悦法 さん

①中組は、こども園や学校が近いことから、若い
方も多く住む地区です。三世帯交流事業として、
秋祭りの日に子供会や女性会と連携した「子ど
も神輿」を巡行し、ぜんざいやお菓子を提供す
るなど、故郷の思い出づくりをしています。また、
グランドゴルフや忘年会を開催し親睦を図って
います。新型コロナが終息し、皆さんと再会し
て笑顔を見たいです。
②ウォーキングや登山（里山から日本百名山）な
どです。

〔中組自治会〕末弘　邦晴 さん
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